
介
護
が
必
要
な
人
の

介
護
保
険
制
度

　

介
護
保
険
は
、介
護
が
必
要
な
人
と

そ
の
家
族
を
支
援
し
、「
で
き
る
限
り
寝

た
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」「
介
護
を

要
す
る
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」
と

い
う
介
護
予
防
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
介
護
を
社
会
全
体

で
支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
助
け
合
い
の
制
度
」
で
す
。
介
護

保
険
に
関
す
る
相
談
、各
種
申
請
、ま
た

ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
か
、

ど
う
い
っ
た
施
設
が
あ
る
の
か
な
ど
も

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
課
介
護
保
険
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
５
５
）

　
「
財
布
が
な
い
！
あ
の
人
に
お
金
を

盗
ら
れ
た
！
」
と
言
う
。
鍋
を
火
に
か

け
た
ま
ま
忘
れ
て
し
ま
う
。
お
風
呂
に

何
週
間
も
入
ら
な
い
。
外
に
出
る
と
一

人
で
帰
っ
て
こ
ら
れ
な
い
。
無
駄
に
同

じ
も
の
ば
か
り
買
っ
て
く
る
な
ど
。
こ

れ
ら
は
認
知
症
状
の
一
部
で
す
。
認
知

症
状
の
進
行
を
少
し
で
も
緩
や
か
に
す

る
た
め
に
も
専
門
の
医
療
機
関
へ
の
受

診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
家
族
の
不

安
や
悩
み
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
時
や
介
護
に
関
す
る
相
談
は
、次
の

と
こ
ろ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

幸
田
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き

い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
に
、介
護
全

般
に
関
す
る
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
ま

た
、成
年
後
見
制
度
、日
常
生
活
自
立
支

援
事
業
（
権
利
擁
護
）
な
ど
も
紹
介
し
、

皆
さ
ん
の
権
利
を
守
り
ま
す
。

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会
内

　
　
　
　
　
　
（
☎
６
２
ー
７
３
３
１
）

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

  
（
ま
ど
か
の
郷
、つ
つ
じ
ヶ
丘
）

　

各
種
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、在
宅
で
暮
ら
す
高
齢
者

や
家
族
か
ら
の
在
宅
介
護
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、担

当
地
区
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、実
態

把
握
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ

●
坂
崎
、幸
田
、中
央
学
区
の
人
は

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
つ
じ
ヶ
丘

　
　
　
　
　
　
（
☎
６
２
ー
７
３
１
９
）

●
荻
谷
、豊
坂
、深
溝
学
区
の
人
は

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
の
郷

　
　
　
　
　
　
（
☎
６
３
ー
１
６
２
６)

認
知
症
介
護
者
家
族
の
会

　
　
　
　
　
　（
き
ず
な
の
会
）

　

認
知
症
の
人
を
介
護
さ
れ
て
い
る
家

族
を
対
象
に
、仲
間
づ
く
り
を
通
じ
て

介
護
負
担
の
軽
減
や
介
護
者
同
士
の
介

護
情
報
の
交
換
を
し
た
り
、悩
み
を
話

し
た
り
す
る
こ
と
で
、気
持
ち
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
、一
人
で
抱
え
込
ま
な
い

よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
課
福
祉
Ｇ（
内
線
１
５
１
）

も
し
か
し
て
認
知
症
？

介
護
で
困
っ
た
と
き
は

　高齢化などにより介護が必要な人が増加している一方、介護にまつわる課題は多様化しています。こうした中、多
くの人たちに介護を身近なものとしてとらえていただくと共に、それぞれの立場で介護を考え、かかわっていただく
ことが必要とされています。
　そこで、介護についての理解と認識を深め、高齢者や障害者などに対する介護に関する啓発を重点的に実施するた
めの日として、11月11日を「介護の日」と定められました。

～ 11月11日は
　　「介護の日」～

介護について、ご存じですか？

介護保険の申請

１号被保険者
（65 歳以上の人）

２号被保険者
(40 歳～ 64 歳の医療保
険に加入している人 )

対　象

身体機能の低下または認
知症などで排せつ、食事
など日常の生活に介護が
必要な人

特定疾病（末期がん、脳
血管性疾患、若年性認知
症など）が原因となって
介護が必要な人

申請に必
要なもの

介護保険証をお持ちくだ
さい

対象となる人の健康保険
証をお持ちください

利用料
サービスの内容や介護度によって異なりますが、
原則としてサービス利用料の１割と必要経費（食
事代）などをサービス事業者に支払います。
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2

元
気
に
過
ご
し
た
い
人
へ

　

寝
た
き
り
や
認
知
症
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、張
り
の
あ
る
生
活
が
で
き
る
よ

う
、町
な
ど
で
行
っ
て
い
る
介
護
（
認

知
症
）
予
防
事
業
が
あ
り
ま
す
。
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

げ
ん
き
か
い

　

小
学
校
区
単
位
で
お
お
む
ね
60
歳
以

上
の
人
を
対
象
に
、「
転
ば
ん
体
操
」
や

「
ハ
ー
ト
体
操
」
を
し
た
り
、参
加
者
同

士
の
交
流
や
地
元
保
育
園
児
と
の
交
流

を
図
り
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
楽
し
む

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
開
催
日
時

は
各
学
区
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
課
健
康
増
進
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
８
３
）

い
き
い
き
サ
ロ
ン　

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
同
年
代
の
人
と

お
話
を
し
た
り
、ゲ
ー
ム
、カ
ラ
オ
ケ
、

誕
生
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
24
カ
所
あ
り
ま
す
の
で
詳
し

い
場
所
や
開
催
日
時
な
ど
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会
内　

　
　
　
　
　
　
（
☎
６
２
ー
７
１
７
１
）

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
外
出
す
る

こ
と
が
少
な
い
人
を
対
象
に
、
１
日

５
０
０
円
（
昼
食
代
は
別
途
必
要
）
で

入
浴
、体
操
、手
工
芸
、買
物
、カ
ラ
オ
ケ

や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
送
迎
も
あ
り

ま
す
の
で
、気
軽
に
参
加
し
て
も
ら
え

ま
す
。
た
だ
し
、介
護
保
険
の
認
定
を

受
け
て
い
な
い
人
が
対
象
で
す
。

問
合
せ　

福
祉
課
介
護
保
険
Ｇ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
５
6
）

家
庭
介
護
の
た
め
の
ハ
ー
ト
フ
ル

 

ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

講
座
①
　
体
位
変
換
と
移
乗　

と
き　

11
月
21
日
（
月
）

　

午
後
１
時
～
４
時

内
容　

ベ
ッ
ド
上
に
お
け
る
体
位
変
換

　

や
、ベ
ッ
ド
か
ら
車
い
す
な
ど
へ
の

　

移
乗
の
技
法
の
体
験
と
演
習

講
師　

日
本
福
祉
大
学
社
会
福
祉
総
合

　

研
修
セ
ン
タ
ー
研
修
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
島 

佳
代 

氏

参
加
申
込
締
切　

11
月
11
日
（
金
）

講
座
②
　
衣
類
交
換
の
基
本

と
き　

12
月
12
日
（
月
）

　

午
後
２
時
～
４
時

内
容　

家
庭
介
護
に
お
け
る
衣
類
交
換

に
つ
い
て
、介
助
者
と
し
て
押
さ
え
て

お
き
た
い
基
本
に
つ
い
て
の
演
習

講
師　

日
本
福
祉
大
学
健
康
科
学
部　

　

非
常
勤
講
師　

廣
瀬 

玲
子 

氏

参
加
申
込
締
切　

12
月
2
日
（
金
）

●
そ
の
ほ
か

会
場　

各
講
座
と
も　

保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　

各
講
座　

25
人

　

＊
申
込
者
多
数
の
時
は
抽
選

受
講
料　

無
料

主
催　

愛
知
県
市
町
村
振
興
協
会
・
幸
田
町

受
講
資
格　

特
に
な
し

申
込
み　

福
祉
課
介
護
保
険
Ｇ
（
内
線

　

１
５
５
）
へ
お
電
話
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

第
３
回
介
護
教
室

と
き　

11
月
27
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

つ
つ
じ
ヶ
丘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
「
笑
い
は
健
康
の
元
」

　

～
も
っ
と
元
気
・
ず
っ
と
元
気
！
～

対
象　

参
加
者
と
共
に
、大
い
に
笑
い

　

健
康
に
な
り
た
い
人

定
員　

50
人　

＊
先
着
順

講
師　

豊
橋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

　

会
長　

阿
部 

弘
子 

氏

参
加
費　

無
料

参
加
申
込
締
切　

11
月
18
日
（
金
）

申
込
み　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
つ

つ
じ
ケ
丘
（
☎
６
２
ー
７
３
１
９
）

へ
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

福
祉
出
前
講
座
・
認
知
症

　
　
　
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

福
祉
課
か
ら
講
師
を
派
遣
し
、認
知

症
や
介
護
に
関
す
る
講
座
や
、運
動
、口

腔
の
介
護
予
防
な
ど
各
種
講
座
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
課
介
護
保
険
Ｇ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
５
6
）

各
種
の
介
護
講
座
・
教
室

▲げんきかい

▲生きがいデイサービス
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